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雲
村（
現
松
江
市
八
雲
町
）に
帰
郷
、

小
松
電
機
産
業
㈱（
松
江
市
乃
木
福

富
町
、小
松・会
長
兼
社
長
）の
前
身
、

小
松
産
業
を
立
ち
上
げ
た
。

納
屋
を
自
ら
改
造
し
起
業

ベ
ニ
ヤ
板
や
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
を

買
っ
て
き
て
、自
宅
の
庭
先
に
あ
っ

た
納
屋
を
自
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
作

業
場
が
、〝
本
社
〞。電
機
と
経
理
の
基

礎
を
学
ん
だ
実
弟
と
2
人
だ
け
で
の

出
発
だ
っ
た
。開
業
時
の
運
転
資
金

は
わ
ず
か
10
万
円
。そ
こ
で
元
手
が

か
か
ら
な
い
ポ
ン
プ
修
理
業
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。

近
郊
を
訪
ね
歩
き
、井
戸・
農
業・

土
木・汚
水
ポ
ン
プ
の
修
理
を
受
注
。

さ
ら
に
地
元
企
業
の
制
御
盤
組
立
や

配
分
電
盤
製
作
な
ど
を
請
け
負
い
、

取
引
先
の
確
保
と
資
金
の
蓄
積
を
重

ね
て
い
っ
た
。下
水
用
ポ
ン
プ
な
ど

人
が
嫌
が
る
よ
う
な
仕
事
も
積
極
的

に
受
け
る
こ
と
で
顧
客
が
増
え
、仕

入
れ
先
と
の
関
係
も
構
築
。腕
の
良

少
年
時
代
か
ら
も
の
づ
く
り
に

興
味
を
覚
え
、中
高
生
の
時
に
は
技

術
者
と
事
業
家
の
両
方
の
資
質
を
身

に
付
け
て
い
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
の
旗
手
、小
松
昭
夫（
77
）。8
年
間

の
農
機
具
メ
ー
カ
ー
で
の
勤
務
を
経

て
、大
阪
で
設
計
や
経
営
の
実
践
的

な
基
礎
を
学
ん
だ
小
松
は
1
9
7
3

（
昭
和
48
）年
2
月
、故
郷・島
根
県
八

小
松
電
機
産
業

新
事
業
へ
の
挑
戦

2

さ
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
ポ

ン
プ
の
販
売
を
始
め
、さ
ら
に
は
ポ

ン
プ
に
関
連
し
た
自
動
制
御
盤
の
製

作
に
も
挑
ん
だ
。

創
業
か
ら
数
年
後
に
は
、松
江
松

下
電
器（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ッ
ク
デ
バ
イ
ス
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
）生
産
設
備
の
自
動
制
御
装
置
、

郊
外
型
ス
ー
パ
ー
の
出
現
で
需
要
が

高
ま
っ
た
冷
凍・冷
蔵
庫
の
自
動
制
御

盤
な
ど
を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

経
営・
管
理・
技
術
の
基
礎
を
固

め
、社
員
を
増
や
し
た
小
松
が
、次
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に
模
索
し
た
の
は
、下
請
け
企
業
か

ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ー
カ
ー
へ
の
飛
躍

だ
っ
た
。

80（
同
55
）年
、小
松
と
ゆ
か
り

の
深
い
三
菱
農
機
か
ら
、後
の
大

ヒ
ッ
ト
事
業
に
つ
な
が
る
カ
ー
テ
ン

シ
ャ
ッ
タ
ー
製
作
の
依
頼
を
受
け

た
。車
両
が
通
過
す
る
際
に
す
ば
や

く
開
閉
す
る
仕
組
み
で
、防
寒
の
た

め
工
場
の
出
入
り
口
に
据
え
付
け
た

い
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

配
電
盤
の
受
注
生
産
に
追
わ
れ
て

い
た
小
松
は
当
初
、開
発
に
携
わ
る

余
裕
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
依
頼
を

断
っ
て
い
た
。し
か
し
、技
術
力
を
見

込
ん
だ
度
重
な
る
要
請
に
応
じ
ざ
る

を
得
ず
、翌
81（
同
56
）年
に
開
発
に

着
手
し
た
。

そ
ん
な
中
、小
松
は

究
極
の
試
練
に
見
舞

わ
れ
た
。安
価
で
、ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の

低
い
自
社
の
水
道
計

装
装
置
の
需
要
が
急

増
し
、大
手
電
機
メ
ー

カ
ー
や
地
元
電
気
工

事
業
界
の
や
っ
か
み

を
買
っ
た
の
だ
。政
財

界
の
既
得
権
益
団
体

と
真
っ
向
か
ら
ぶ
つ
か

初
代
委
員
長
に
就
任
し
た
小
松
は
、

構
造・
安
全・
保
守
基
準
の
作
成
、業

界
初
の
エ
コ
マ
ー
ク
の
取
得
を
通
じ

て
、国
内
の
ラ
イ
バ
ル
各
社
に
も
技

術
を
公
開
。欧
米
メ
ー
カ
ー
か
ら
も

積
極
的
な
技
術
資
本
提
携
の
誘
い

を
受
け
、世
界
的
な
交
流
を
深
め
て

い
っ
た
。小
松
は
、「
買
い
手
よ
し・売

り
手
よ
し・世
間
よ
し
の〝
三
方
よ
し　

先
義
後
利
〞で
す
よ
」と
笑
う
。

「
門
番
」シ
リ
ー
ズ
は
、そ
の
後
さ

ら
な
る
進
化
を
遂
げ
、東
京・豊
洲
市

場
を
は
じ
め
、各
地
で
需
要
が
拡
大

し
て
い
る
。

そ
し
て
小
松
電
機
産
業
は
、次
な

る
革
新
的
新
事
業
を
世
に
送
り
出

す
。松
江
生
ま
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
言
語「
Ｒ
ｕ
ｂ
ｙ
」で
構
築
さ
れ

た
、社
会
イ
ン
フ
ラ・ク
ラ
ウ
ド
の
先

駆
け
、水
の
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム「
や

く
も
水
神
」だ
。

（
文
中
敬
称
略
）

│
次
号
に
続
く
│

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー・門
脇
奈
津
子
）

を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
て
い
っ
た
。

現
在
の
原
型
を
開
発
し
た
後
は
、当

時
と
し
て
珍
し
い
ビ
デ
オ
カ
タ
ロ
グ

を
製
作
。東
京
、大
阪
の
展
示
会
に
出

展
、本
格
的
な
全
国
販
売
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

稼
働
し
な
く
な
っ
た
配
電
盤
ケ
ー

ス
の
板
金
設
備
を
転
用
す
る
こ
と
で

新
た
な
設
備
投
資
を
す
る
こ
と
な

く「
門
番
」の
量
産
を
実
現
。ま
さ
に
、

「
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
」を
現
実
化

し
た
。

強
い
冬
の
季
節
風
が
吹
く
山
陰

地
域
特
有
の
悩
み
を
解
決
す
る
こ
と

か
ら
誕
生
し
た「
門
番
」。冷
暖
房
、防

塵
、防
風
効
果
が
高
ま
る
こ
と
な
ど

が
劇
的
に
評
価
さ
れ
、中
央
会
推
薦

で
、91（
平
成
3
）年
に
は
中
小
企
業

研
究
セ
ン
タ
ー
賞
、ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

大
賞
を
受
賞
し
た
。い
ず
れ
も
製
品

の
優
秀
さ
だ
け
で
な
く
、社
会
問
題

の
解
決
を
先
取
り
し
た
新
し
い
事
業

モ
デ
ル
が
評
価
さ
れ
る
権
威
あ
る
賞

で
、こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、全
国
水
準

で
特
出
し
た
会
社
と
認
知
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

三
方
よ
し
精
神
で
技
術
公
開

ダ
ブ
ル
受
賞
の
前
の
90（
同
2
）年
、

韓
国
企
業
と
業
務
提
携
。冬
は
氷
点

下
10
度
以
下
、夏
は
40
度
近
く
に
も

な
る
韓
国
か
ら
は
、発
売
当
初
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
相
次
い
で
い
た
。

翌
91（
同
3
）年
に
は
、株
式
上
場

に
近
い
位
置
に
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、韓
国
へ
の
技
術
無
償
提
供
を
発

表
、周
囲
を
驚
か
せ
た
。そ
の
後
、社

団
法
人
日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー・
ド
ア
協

会
、シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
委
員
会
の

り
、配
電
盤
の
引
き
合
い
や
受
注
が

激
減
。倒
産
の
う
わ
さ
が
流
れ
、社
員

の
6
割
が
会
社
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
に

こ
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
す
べ

く
、三
菱
農
機
の
依
頼
で
製
作
し
て

い
た
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
基
に
、現

地
組
み
立
て
方
式
で
短
期
間
で
の
製

品
化
を
実
現
。85（
同
60
）年
に
は
、折

り
畳
み
式
初
代
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー

「
門
番
」を
全
国
発
売
し
た
。そ
の
後
、

巻
取
り
式
に
し
た
り
、ド
イ
ツ
製
サ

イ
ク
ロ
ン
減
速
機
を
内
装
し
た
モ
ー

タ
ー
に
変
え
た
り
す
る
な
ど
、短
期

間
で
安
全
性
、耐
久
性
、省
エ
ネ
効
果

シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー「
門
番
」開
発

改
良
重
ね
全
国
ヒ
ッ
ト
の
製
品
に

長島克己村長（当時）を招いて折り畳み式シートシャッター
「門番」発表会（八雲村本社にて）＝1985年10月

1991年ニュービジネス大賞受賞
ニュービジネス協議会2代目会長の関本忠弘氏（日本電気
株式会社社長）から表彰を受ける小松昭夫会長兼社長（右）

屋上全面に太陽光発電を備えた松江工場
歴代「門番」が展示されている「happy gate 門番」
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